
大阪大学・萩原広道先生（作業療法士・公認心理師）

出版記念トークイベント

子どものことばの世界に飛び込む

－ことばの発達っておもしろい！－

主催：箕面市立船場図書館（指定管理者：国立大学法人大阪大学）

子どもの発達支援に携わり、現在は「ことば」を中心に発達の基礎研究を

進める萩原広道先生。萩原先生の新著『子どもとめぐることばの世界』の

出版を記念する今回のトークイベントでは、「ことばのない世界」から「こと

ばのある世界」へ小さな子どもたちが旅をするようす、そして「ことばの

発達のおもしろさ」についてお話しいただきます。

2024年6月30日(日)11:00～12:00

箕面市立船場図書館 ３階 るくす(10:30開場)

４０名
（事前申込制。先着順）

定員

◎ こんな方々におすすめのイベントです

小さなお子さまを育てるお母さん、お父さん、ご家族

保育・養育に携わる方々

ことばの発達に関心のあるすべての方々

• ベビーカー置き場

• 靴を脱いで座れる

シート席

• 絵本コーナー

が会場にあります。

※ 預かり保育サービス

はおこないません。

・電話：072-727-1033

・船場図書館２階カウンター

・Webフォーム（左のQRコードから）

申込

おはなしする人

萩原広道先生

大阪大学人間科学研究科

助教。博士（人間・環境学）。

作業療法士、公認心理師。

専門は、発達心理学、発達

認知科学。

はぎはら ひろみち

 ハンカチのことを「ハナ」と呼ぶ!?

 「ボールを投げて」はわかっても

「お人形を投げて」はわからない!?
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こんなふうに、

子どものことばを

不思議に感じた経験

はありませんか？

他の著書には『〈京大発〉専門分野の越え方：対

話から生まれる学際の探求』（共編著、ナカニシ

ヤ出版、2023年）など。

https://www.library.osaka-u.ac.jp/news/20240603_minohsemba/


箕面市立船場図書館
Webサイト

箕面市立船場図書館へのアクセス

お知らせ

大阪大学人間科学研究科・比較発達心理学研究室

｢赤ちゃん・子ども研究員｣大募集

萩原先生も研究
メンバーの一員

比較発達心理学研究室では、子どもたちの「こころの発達」を研究しています。

赤ちゃん・子ども研究員として調査にご参加いただける0～2歳の赤ちゃん、

または3～6歳のお子さまと保護者の方を募集しています。

（研究代表者：人間科学研究科・教授 鹿子木康弘 ）

場所 大阪大学・吹田キャンパス

募集期間 随時

所要時間 説明込みで30～60分

（調査内容によって変化します）

謝礼 記念写真と3000円のお謝金

（銀行振り込み） https://baby-lab.hus.osaka-u.ac.jp/baby_entry/

応募・問い合わせは

こちらから

562-0035 大阪府箕面市船場東3-10-1

 北大阪急行 箕面船場阪大前駅下車 徒歩約3分

 阪急バス 新船場南橋バス停から徒歩7分 船場団地バス停から徒歩3分

 できるだけ公共交通機関でお越しください。

（有料駐車場として、図書館が入っている複合公共施設の地下1階に箕面船場駐車
場がありますが、満車の場合があります）

https://www.library.osaka-u.ac.jp/minohsemba/
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